
過去を知って、未来を読む
予測とはいっても、何の手がかりもなく予測できるものではあ

りません。手がかりのほとんどすべては過去の経験の中に求

められるのですが、いちばん確かで使いやすいのは時系列

に整理された過去のデータです。そのデータから読み取れる

過去の傾向を、そのまま未来へ延長すれば、その延長線上

に将来の姿が浮かび上がるからです。そして、この考え方は、

さまざまな予測手法の根底に必ず潜在していると言っても過

言ではありません。
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